避難行動要支援者に登録をお願いします
※ このお知らせは、上尾市で要介護認定や各種障害者手帳の認定を受けた方にお渡ししています。
情報提供に同意をしていただくと、次回の名簿作成時に「災害時に支援が必要な人」として登録されます。
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１　はじめに　
　全国的な高齢化や核家族化で、災害時に自分だけで避難することが難しい方々が増加しており、東日本大震災でも多くの方が犠牲となりました。
　このため、震災を教訓として、こうした方々を「避難行動要支援者」として普段から名簿を作成し、災害発生時に素早い避難支援がされるよう災害対策基本法が改正されました。

[image: image2.wmf]上尾市では、この法律改正に伴い、対象者名簿を作成するとともに、避難支援を行う地域の方々（避難支援等関係者）にその名簿を提供し、災害時だけではなく日頃から支援が行われるよう、地域内での取り組みを進めています。
２　避難行動要支援者とは　
一般的には、身体的な問題からスムーズな避難が難しいと思われる方々や、家族がいても昼間は一人になるなど、時間帯によって支援が必要な方々です。
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[image: image4.wmf]～避難が難しい事例～
　・耳が不自由で、サイレンや避難の呼びかけが聞こえない
・車いすや杖を使っていて、素早く避難するのが難しい
・目が不自由で、避難所まで素早く移動できない

[image: image5.wmf]３　登録のしかた　
対象となった方で名簿への登録をご希望の方は、「避難支援情報提供同意書」および「上尾市避難行動要支援者個別避難計画票」をご記入いただき、市役所窓口か最寄りの支所・出張所にご提出いただくか、ご郵送下さい。
　なお、同意をしていただきますと、転居などで対象から外れない限り、登録は継続されます。登録後に同意の取消を行う際には、窓口までご相談ください。


４　避難を支援する方々（避難支援等関係者）　
登録を希望された方々の名簿は、お住まいの地域の自治会や自主防災会など、実際に支援を担っていただく方々にお渡しします。これらの地域の組織では、名簿をもとに避難支援を行うほか、日頃からの見守り活動も行います。なお、ご記入いただいた内容や、生活状況などを確認させていただくため、支援者の方が訪問させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

５“自助”の取組み　
　万一災害が発生した時は、健常かどうかや年齢に関係なく、誰もが被災する可能性があります。これは、避難を支援する地域の方々も同じです。ですから、名簿に登録をいただいても、必ず避難支援が受けられるとは限りません。

どのような方であれ、災害への備えを万全にするほか、すぐに避難できるよう避難場所や避難経路を知っておくなど、普段からの対策が大切です。
【お問い合わせ・提出・郵送先】
　 〒362-8501　埼玉県上尾市本町３－１－１

上尾市役所　危機管理防災課　０４８－７７５－５１４０
障害福祉課　０４８－７７５－５１２２
高齢介護課　０４８－７７５－４１９０
※ ご記入いただいた用紙の提出のみ、最寄りの支所・出張所でも受付します。
「災害のときに、自分で避難は難しい…」そうお感じになったことはありませんか？


高齢の方や障害をお持ちの方は、災害時に素早く避難することが難しいことがあります。このような方々の、避難や安否確認を地域ぐるみで助け合う仕組みがはじまります。


～地域の助け合い・共助で災害から身を守りましょう～





－避難行動要支援者の対象は－


① 要介護３以上の認定を受けていて、在宅の介護サービスを受けている方


② 身体障害者手帳１・２級（総合等級）を所持している方


③ 療育手帳Ⓐ・Ａを所持している方


④ 精神障害者保健福祉手帳１・２級を所持している方　　


⑤ ご本人などから希望された方


※上記①～④の条件に満たない方や、乳幼児、難病患者、その他特に配慮を要する方も希望された方は対象になります。


⑥ 上記以外で市が必要と認めた方








－個人情報の管理は－


ご記入いただいた個人情報は、自治会や自主防災会など、地域においても漏えいがないように厳重に管理されます。また、災害時の支援や、日頃からの見守り以外の目的では使用しません。





－自治会へのご加入を－


近年、地域内での交流が減り、「隣人が誰かわからない」という状況も生まれています。これでは、一刻も早い避難支援はできません。いざという時にスムーズな支援を行うためにも自治会に加入し、普段から地域との接点を持つようにしましょう。
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